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こは完全にご遺体の探索ということで、海上保安
庁との合同探索を行いました。
　こういうように瓦礫がいっぱいの中、当然家も
流れついていますし、水中にも瓦礫がたくさんあり
ます。その中をロボットで検索をしなければなりま
せん。当日は自衛隊の空から、あるいは海からの
検索も同時に行われていました。そういった状況
で実際に探索活動をしてまいりました。

　これがロボットの映像です。これは沈んだ車で
すが、水中ロボットを投入してこの様に近寄って、
中にご遺体があるかどうかをチェックします。
　これは本当にびっくりしたのですが、正にご遺
体ではないかと思ったのですが、ずっと近寄って
いくと実はそうではなくて手袋だったと。このとき
は本当にどっきりしました。

　やはりこういう瓦礫の下というのはダイバーが潜
るのは非常に危険です。もう一つ、10メートルより
も深いところは潜水病があるので、これもダイバー
にとってはリスクが高いのです。
ですから浅いところでもこういった瓦礫があるとこ
ろ、あるいは10メートル以上深いところは水中ロ
ボットが役に立つ可能性があるところです。
　ロボットを投入して、先程の家の屋根を下から見
た映像です。天井の方を見ていますが、そのあた

りに何かないか、もちろんその下にご遺体がない
かと探索をしました。ここはまだ透明度が比較的
良かったのでビジョンだけでもある程度見ること
ができました。

　ここに、紐が見えると思いますが、これは天井
からぶら下がっていたライトです。そんな物も見え
ました。
　この様にして、南三陸町と陸前高田市へ行って、
港の状況のチェック、あるいはご遺体の探索とい
う活動をやってまいりました。

　結果として、海までのアクセスに非常に時間を費
やしましたので、実質それほどの探索はできませ
んでした。船があれば10メートル以上の深いところ
をロボットで探索することも有効だと思っています。
　今回、水中ロボットを持って被災地に行ってき
たわけですが、これは自治体からの要請で行っ
てきたのでその意味で非常にやりやすかったです
し、自治体や海上保安庁との協力の重要性を非常
に強く感じました。
　我 、々自己完結で活動しなければなりませんの
で、安全に関して、それから輸送や自分たちの水・
食料についてもそうですが、全て自分たちで賄う
ということが最低限の必要なことです。それらを
用意して、ご遺体の探索、あるいは港の復旧復興
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のための障害があるかないかという調査をやって
まいりました。

おわりに
　私は災害ということをテーマに研究開発をやっ
ているのですが、災害が起こると混乱から初動に
入って復旧から復興というフェイズになり、また平
常に戻る。このサイクルをずっと繰り返します。レ
スキューは混乱期だけでいいのではないと思いま
す。常にこのサイクルを考えて安全安心を考えてい
く、そういった中でシステムを構築していく必要が
あるだろうと思っています。

　また、災害対応に工学だけでいいかというと、
そうではないと思っています。工学は物理的な障
害を除去するもの、医学は体にある身体的な障害
を除去してくれます。その二つは緊急時に必要だと
皆さんある程度は分かって下さるのですが、心理
学、これも実は非常に重要で、我々の心の障害を
除去してくれます。被災者の方々はもちろんですが、
救援に入っているレスキュー隊員や支援者の方 も々
被災地で非常に凄い体験をしているわけです。そ
ういう人たちのメンタルケア、これも非常に重要で
す。

　そのバックグラウンドには当然、政治や経済が
ありますので、その状況をよく理解した上で、行政
や現場とうまく連絡をとって連携をしてレスキュー
を進めていく。これが重要だと考えています。
　今回の震災は、津波、地震、原発事故という
複合災害ですが、この講演では原発については触
れておりません。原発についても今後いろいろな
形で、これは長いスパンで様々な取り組みをする
必要がありますので、その準備をしているところで
ございます。
　今回ご紹介したようなロボット技術や、情報技
術を使って、国際救助隊のようなものが本当にで
きて、世界のどこかで何か災害があったら、日本
からそういった部隊が出動して人命救助や災害か
らの復旧復興を支援する、そういうことができれ
ば、本当の意味で、平和国家としての国際貢献に
なるのではないかと考えております。
　以上、国際救助隊サンダーバードのようなもの
ができたらなということで終わらせていただきま
す。本当に今日は貴重な機会を与えていただきまし
て、誠にありがとうございました。
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学内ニュース学内ニュース

　名古屋工業大学は6月6日、東日本大震災に関する第四回緊急講演会を財団法人省エネルギーセンター
との共催で行った。今回は、発電所の被災による東日本での電力供給不足、さらに浜岡原子力発電所の
全停止を受けて「電力供給不安と節電対策」をテーマに実施した。
　当日は、鵜飼裕之（副学長、創成シミュレーション工学専攻教授）、大河内敏博（㈶省エネセンター
エネルギー使用合理化専門員）、鈴木　清治（㈶省エネセンター省エネルギー普及指導員）、青木　睦（情
報工学専攻准教授）を講師として、大規模な電力供給不足に至った経緯とその要因を分析することで、
わが国の電力需給システムが抱える問題点を明らか
にし、加えて節電の必要性を検証するとともに事業
所および家庭で実施できる具体的な節電対策とその
効果について報告した。
　会場には職場や家庭での節電の参考にしようと多
くの参加者が集まった。
　名古屋工業大学では、東日本大震災緊急講演会を
定期的に開催いたしております。詳しくは大学ホー
ムページをご覧下さい。
　なお、第三回の緊急講演会の内容を次号ごきそに
掲載を予定しております。　　　　　　　（事務局）

「電力供給不安と節電対策」をテーマに第四回東日本大震災緊急講演会を開催

　　講演者：左から鵜飼教授、鈴木指導員、
　　　　　　大河内専門員、青木准教授

名古屋工業会の本部関係会議情報（平成23年3月～ 23年4月）
○運営委員会　4月12日(火)18:00 ～
議題１　平成22年度収支決算案について

収支決算書案を提示し、承認
毎年の収支差の改善について検討が必要

　　２　平成23年度事業計画及び収支予算案について
事業計画案に「大学に設置された卒業生連携室との連携」について記載することで承認

　　３　各委員会の活動について
22年度事業報告を承認

　　４　一般社団法人の定款案等について
移行スケジュール、定款案の一部修正、代議員の数等について修正案を承認

○理事会　４月23日(土)13:00 ～
議題１　名古屋工業大学の近況について

鵜飼副学長から近況報告
　　２　平成22年度事業報告並びに収支決算案について

監事から、収支のマイナスの改善について検討依頼があり、全体について異議なく承認
　　３　平成23年度事業計画並びに収支予算案について

異議なく承認
　　４　一般社団法人の定款について

定款案のポイント及び定款案を提示し承認
　　５　その他

第5回通常総会の実施案を承認



－ 31 －

情報情報 ネットワークネットワーク
　今回の総会は、平成23年4月16日㈯に、稲沢
市民会館小ホールで盛大に開催できました。
　当日は来賓として、本部理事長・篠田陽史様
（Ｍ33）と名古屋工業大学・理事＆副学長・木
下隆利先生（Ｗ50、院52）をお迎えし、会員の
参加者は36名でした。
　第１部の支部総会に先立って、3月11日に発
生した東日本大震災によって亡くなられた方々
と尾張支部物故者の皆様のご冥福をお祈りして
黙祷を捧げました。次いで、玉田支部長挨拶、
篠田理事長に来賓挨拶をお願いしました。続い
て、平成22年度事業報告、同会計報告、同会計
監査報告（音無監事）、平成23年度事業計画(案)
の説明を行い、承認を得ました。
　第２部は特別講演。講師は前記の来賓・木下
隆利先生に、『名古屋工業大学の現状について』
お話していただきました。先ず、今回の東日本
大震災を受けて、大学では現地調査をされた防
災安全部門長・渡辺研司教授（社会工学専攻）
が4月13日に第一回緊急講演会「経済復興のた
めの提言」を開催。4月22日には第二回「津波
被害と地盤の液状化とインフラ機能の低下につ
いて」を開催。
　木下先生は学内で研究＆産業を担当とのこと
で、大学が独立法人化後、文部科学省からの
運営費交付金は平成16年度55億円から徐々に減
り、平成21年度48億円となったのに対し、大学
の自己収入他は平成16年度50億円から徐々に増
え、平成21年度80億円。このことは、先生方が
各分野で活躍されているお陰で、話題の研究成
果をいくつか紹介していただきました。
　松本健郎教授の研究チーム「動脈硬化の測定
装置を開発」、江川孝志教授の平成22年度科学
技術分野・文部科学大臣表彰「窒化ガリウム結
晶成長とデバイスの実用化に関する活動」、藤
正督教授の研究グループ「透明断熱フィルム
（光95％通過、熱90％遮断）を開発」、4月6日に
大学表門で除幕式が行われた徳田恵一教授・李
研究室「世界初！双方向音声案内デジタルサ
イネージ」（大型ディスプレイに登場する３Ｄ
キャラクター“メイちゃん”が来校者の音声（5
カ国語）を認識し学内を案内するという、世界

名古屋工業会尾張支部総会
初の全天候型デジタルサイネージ）、平成23年
度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞
（研究部門）3件（4名：柿本健一准教授、神取
秀樹教授、藤原修教授＆平田晃正准教授）等。
　さらに、木下先生関与の国際宇宙ステーショ
ン『きぼう』での実験課題「微小重力環境を利
用した２次元ナノテンプレートの作製」につい
ても説明していただきました。
　第３部はミニコンサート。ソプラノ・長谷川
恭子さ＆久米真紀子さん、ピアノ・吉田絵奈さ
んでクラシックを楽しみ、アンコールでは全員
で「上を向いて歩こう/坂本九」を合唱しました。

　第４部は記念撮影。ミニコンサート出演者に
も入っていただいてのスナップです。

　第５部は懇親会。本部評議員＆支部参事の服
部重夫様（Ｙ43）様に乾杯の音頭をお願いし、
コンサート出演者も参加、立食パーティーで歓
談、自己紹介タイムは大いに盛り上がり時間超
過。中締めは、魚住養正様(Ｗ22)の発案で“が
んばろうニッポン”を三唱して閉会しました。
お陰さまで今回も楽しい総会を開催することが
できました。

記：尾張支部長　玉田欽也（Ｗ32）
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　第85回名工大ごきそ会は、平成23年３月29日
（火）に19名の会員の出席を得て、名門春日井
カントリーで開催いたしました。出席された会
員の方々の中には、久しぶりに来た方とか初め
てといわれる方もおられ期待と少し不安（？）
の中、そして天気も春の爽やかな息吹感ずる最
高のプレー日となりました。競技結果は、久し
ぶりに出席されました目方十郎氏（D34）が、
ネット86で優勝されました。２位は、ベテラン
であり年齢を感じさせない実力抜群の光行恵水
氏（C31）がネット88でなられ、そして３位は、
熟練の技を随所で発揮された篠田陽史理事長
（Ｍ33）がネット89で獲得されました。やはり
今回も実力ある方々が上位に入賞されました。
　予定通りプレー終了後、懇親会の中表彰式を
いたしました。いつもの通りプレー前に全員の
写真を撮影いたしましたが、今回は、４人の方々
が、プレーには間に合いましたが、交通事故に
遭遇され、撮影に参加出来なくて14名の撮影に
なりました事をお詫び申し上げます。現在会員
数も28名となり、今回も新しく入会されました
水谷尚美氏（Ｄ42）が参加をされ５位に入賞さ
れました。今後、会としても会員増強を図り、
多くの方々が参加をしていただく様頑張って行
きたいと思います。次回は、６月中頃にて、愛
知カントリーで開催予定を確認しまして、散会
をいたしました。

記：柴田　作（Ａ42）

第85回名工大ごきそ会報告
　3月11日に発生した未曾有の東日本大震災の
ため、今年の懇親会を催すことに躊躇いました
が、2ヶ月後のことでもあり例年どおり開催す
ることとしました。
　5月17日（火）新緑の皇居東御苑を望むＫＫ
Ｒホテル東京の桜の間に首都圏在住の会員が集
い、今回は名古屋から双友会会長　市橋洋志氏、
また大阪から関西支部長　今井啓祐氏もご出席
いただき、総勢15名が顔を揃えました。
　定刻、東京支部長　山田寛氏の開会ご挨拶と
乾杯の発声で開宴となり、何時ものことながら
話題は御器所の思い出話から昨今の時局談義に
至り、宴は佳境に入りました。
　市橋氏より東海支部、今井氏より関西支部
の活動報告をいただき、次いで長島氏よりパ
デュー大学特別教授　根岸英一氏が、ノーベル
化学賞を受賞されたのを機に帝人グループ名誉
フォローに就任また同大学に冠講座を開設され
る予定など承りました。因みに同教授はかつて
米国留学期間を含め約10年、帝人に在籍されて
いたとのことです。
　早川氏の閉会ご挨拶でお開きとし、11月10日
（木）に開催の名古屋工業会東京支部総会で再
会することを約し、散会しました。
　当日の出席者の氏名、卒業年次は下記のとお
りです。
　山田　寛(23)　早川吉郎(23)　飯田秀郎(33)
　佐藤　誠(33)　森川　勲(34)　西口　浩(37)
　倉島俊二(38)　高瀬達也(38)　中村　勤(38)
　市橋洋志(40)　今井啓祐(40)　長島　徹(40)
　魚住峰男(42)　谷口庄平(42)　印藤　嶠(43)

記：佐藤

双友会東京支部報告



問題　

解答は次号に掲載します。
パズル：稲葉直貴（EJ⑬）作

（前回の答え）

言葉の中に名古屋市の区の名前がかくれていま
す。何がかくれているのでしょうか？

（例題）

（答え）

オ○ガ○マ 

オニガシマ（西区）

坂　東　長太郎 Ｍ15 Ｈ21. 1. 18
伊　藤　隆　博 Ｗ15 Ｈ22. 10
岩　倉　昌　彦 Ｄ57 
高　橋　　　要 Ｃ７ Ｈ21. 12. 25
岡　部　二　三 Ｄ23 Ｈ22. 2. 10
水　野　宏　行 Ｅ16 
佐　藤　和　夫 Ｅ22 
建　山　助　人 Ｃ11 
磯　輪　英　一 Ｍ23 Ｈ22. 11
戸河里　　　正 Ｄ10 Ｈ22. 8. 3
松　村　好　高 Es45 Ｈ22. 4. 26
本　田　　　孟 Ｂ41 Ｈ18. 11. 2
本　林　孝　三 Ｗ37 Ｈ22. 11. 30
西　田　鉦　一 Ｃ25 
渡　邉　要　久 Ｗ10 Ｈ22. 11. 10
村　松　正　夫 Ａ20 Ｈ22. 6
浅　川　典　夫 Ａ23 Ｈ18. 6. 9
三　村　一　夫 Ｃ17 
祖父江　　　俊 Ｃ12 Ｈ22. 11. 15
佐　々　圭　三 Ｗ7 
天　野　良　三 Ｍ16 Ｈ22. 12. 24
西　坂　誠　三 Ｍ16 Ｈ23. 1.15
玉　置　鎮　夫 Ｗ19 
鈴　木　健　二 Ｄ⑥ 
加　地　理　泰 Ｄ30 Ｈ23. 2. 2
高　橋　智　雄　 Ｄ20 Ｈ23. 1. 31
岡　田　鐘　市 Ｅ10 Ｈ23. 1. 1
佐　田　芳　夫 Ｍ13 
小　菅　道　雄 Ｍ23 Ｈ22. 10. 1
深　沢　俊　勇 Ｍ12 Ｈ22. 3
藤　岡　嘉　智 Ｍ17 Ｈ22. 12. 27
渥　美　哲　治 Ｍ22 Ｈ22. 2
鬼　頭　　　寛 Ｍ24 Ｈ21. 9
問　山　　　巌 Ｄ38 
高　志　　　勝 Ｅ25 Ｈ23. 3. 6
加　藤　茂　雄 Ｍ24 Ｈ22. 2. 13

関　戸　研　三 Ｍ16 Ｈ21. 11. 10
豊　島　清　三 Ｄ20 Ｈ23. 3. 12
真　野　憲　一 Ｍ20 Ｈ23. 2. 16
清　水　　　弘 Ｅ7 Ｈ23. 2. 13
松　田　　　衛 Ｃ24 Ｈ23. 2. 3
大　平　　　肇 Ｄ19 Ｈ22
陶山宜尚（旧喜久） Ｍ8 Ｈ19
田　中　賢　治 Ｍ10 Ｈ22. 2. 5
井　上　杉千代 Ｍ11 Ｈ18. 2
柘　植　正　治 Ｍ11 Ｈ22. 5. 23
大　平　貞　雄 Ｍ13 Ｈ21. 8
河　合　好　彦 Ｍ13 Ｈ22. 5. 12
太　田　　　功 Ｍ14 Ｈ17
堀　場　　　実 Ｍ15 Ｈ18. 11. 13
黒　岩　　　澄 Ｍ16 Ｈ21. 4. 11
菅　野　　　寛 Ｍ16 Ｈ22. 1. 2
宮　地　英　安 Ｍ16 Ｈ19
村　上　　　勝 Ｍ16 Ｈ21. 10. 25
浅　井　孝　光 Ｍ16 Ｈ22. 2. 21
山　田　重　夫 Ｍ18 Ｈ19. 6. 18
池　上　博　明 Ｍ19 Ｈ21. 12. 7
内　田　尚　親 Ｍ20 Ｈ22. 1. 26
北　住　省　二 Ｍ20 Ｈ20. 3. 5
倉　橋　　　勲 Ｍ20 Ｈ18. 2. 8
小坂井　茂　男 Ｍ20 Ｈ19. 10. 15
近　藤　光　男 Ｍ20 
鈴　木　利　男 Ｍ20 Ｈ18. 9. 25
溝　口　久　一 Ｍ20 Ｈ22. 3. 13
山　本　　　巌 Ｍ20 Ｈ22. 5. 7
一　色　隆　司 Ｍ20 Ｈ17. 6. 15
荒　井　和　雄 Ｍ21 Ｈ18. 9. 5
高　橋　政　之 Ｍ21 Ｈ21. 10. 23
磯　谷　真　二 Ｍ22 Ｈ17. 12. 28
角　田　一　男 Ｍ22 Ｈ21. 9. 23
桑　子　　　誠 Ｍ23 Ｈ21. 8. 17
児　玉　　　昭 Ｍ23 Ｈ19. 12. 26

阪　谷　捨　一 Ｍ23 Ｈ21. 8
星　野　実　夫 Ｍ23 Ｈ15. 9. 23
森　　　　　博 Ｍ23 Ｈ21. 10. 23
安　田　庄　平 Ｍ23 Ｈ18. 7
広　島　英　雄 Ｍ23 
山　田　敏　彦 Ｍ24 Ｈ22. 1. 11
加　藤　昭　三 Ｍ24 
佐　藤　文　雄 Ｍ24 Ｈ22. 6. 8
木　村　安　雄 Ｍ25 Ｈ21. 8. 24
柴　田　定　次 Ｍ29 Ｈ20. 2. 24
天　野　光　彦 Ｍ30 
奥　村　正　佑 Ｍ31 Ｈ22. 11. 26
千　葉　芳　文 Ｍ34 Ｈ21. 10. 9
宮　崎　満　明 Ｍ34 Ｈ18. 10
宮　田　恭　二 Ｍ35 Ｈ20. 1. 21
森　　　　　武 Ｍ37 
國　立　亮　一 Ｍ39 Ｈ18. 4. 14
沢　田　清　助 Ｍ43 Ｈ22. 4. 18
北　崎　　　巍 Ｍ十一 
三輪（旧姓服部）信次郎 Ｍ16 Ｈ19.
横　井　秀　雄 Ｍ22 Ｈ18. 7. 16
渥　美　守　保 Ｍ16 Ｈ21. 11. 13
永　井　哲　夫 Ｍ25 Ｈ19. 4. 4
清　水　　　裕 Ｍ25 Ｈ20. 6.
後　藤　恒　夫 Ｍ25 Ｈ22. 4. 20
中　村　　　進 Ｃ20 Ｈ23. 4. 15
水野耀証（旧洋生） Ｍ22 
可　知　正　夫 Ｍ10 Ｈ23. 4. 1
田　中　光　一 Ｍ16 Ｈ20.
水　谷　忠　夫 Ｅ36 Ｈ22. 12.
鈴　木　昭　雄 Ｗ23 Ｈ22.
川　上　都止夫 Ｃ15 
森（旧姓古川）眞佐雄 Ⓚ20 Ｈ23. 5. 7
光　田　総一郎 Ｍ54 Ｈ22. 3. 1
本　多　　　博 Ｃ11 Ｈ22. 7. 31
中　川　良　隆 Ｍ13 Ｈ23. 2. 11

訃　　　報

謹んで哀悼の意を表します。




